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パプア・ニューギニア親善訪問旅行1995年8月18日～26日

　協会ではJICA（国際協力機構）の“21世紀のた
めの友情計画（その後は“青年招へい事業”と改称）”
プログラムでパプア・ニューギニア（以下PNGと略
す）の教員を2年続けて受託しました。そこで、協会
設立5周年記念事業の一つとして、PNG親善訪問団
を派遣することに
しました。
　平成7年8月18
日から26日まで
の9日間、参加者
は15人。団長は2
代目事務局長の尾
崎 年 昭 さ ん で し
た。一行はオース
ト ラ リ ア の ケ ア
ンズを経由して、
PNGの内陸地マ
ウントハーゲンに
入りました。ここ
を訪れたのは国を
上げて年1回開催
される民族の祭典

“マウントハーゲンショウ”を観るためでした。
　その後、空路でゴロカを経由して首都のポートモレ
スビーへ。ここで、今回の主な目的である大使館とジャ
イカの事務所を訪問しました。PNGと日本との関係、
この土地の歴史などの説明を聞きました。プログラム
で来豊した首都周辺にいる研修生と、各々の職員も加
わってホテルで昼食会も開催しました。
　来豊の際の交流の中では民度の差を感じもしました

が、現地で事情を聞くと私たちの思考が正しいとばか
りは言えないようです。帰国後、Ｗｅに訪問記を寄せて
いただいた竹本弥生さんの文章の中に示唆に富んだ部
分がありますので、それを引用させていただきます。
　『…JICAの所長の言葉が心に残った。「日本人から

見ればPNGの部
族は自給自足で、
都市部の人たちと
の間に格差が生ま
れるのではないか
と思うかもしれな
い。でも、この国に
は 乞 食 は い な い
し、貧困もない。
それは彼らが各々
の生活に誇りを持
ち満足し、大切に
しているからであ
る」…』
　この訪問団派
遣から既に19年
たっています。現

在のPNGは、都市部での変化は大きいものの、多分、地
方での変化は少ないと思われます。景気に一喜一憂し、
多くのストレスの中で暮らす私たちよりもずーっと幸
せなのかもしれません。
　その後、協会ではマレーシアなど受託国を親善訪問
しています。このPNG訪問は正にその先駆けでした。

パプア・ニューギニア、ハイランド地方のゴロカにあ
るラウンラウン劇場の前にて参加者全員で記念撮影　
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５月
・ペクラ母の日会（10）
・基礎英会話（昼）（12 ～ 8/18毎週月）
・やさしい英会話（夜）（13 ～ 7/29毎週火）
・美味しく楽しくフランス語（昼）（16 ～ 7/25隔週金）
・オイスカ青年研修生交流会（20）
・おいでん祭参加（24 ～ 25）
６月
・日本語教室課外活動（8）
・国際理解講座①（22）
・七夕交流会（28）
・世界の料理教室①台湾料理（29）
７月
・高校生アメリカ・トリード市派遣（19 ～ 8/4）
・キッズワールドサマースクール（20）
・「第6回チェコの夕べ」（25）
・お巡りさんと話す会（未定）
・日本語ボランティアフォローアップ研修（未定）
８月
・使える中国語①（夜）（21 ～ 11/27毎週木）
・ペルー独立記念バーベキュー交流会（24）
・ラテンアメリカ部会市防災訓練参加（31）
９月
・英会話初級Ａ（昼）（2 ～ 11/25毎週火）
・日本語教室（ひるまクラス）第5期開講（2）
・料理でおいしいハングル（昼）（3 ～ 11/12隔週水）
・英会話初級Ｂ（夜）（4 ～ 11/20毎週木）
・日本語教室（夜の部）第37期開講（6）
・「どんな国シリーズ」①（27）
・お月見交流会（15）

・トリード派遣高校生との懇談会（未定）
10月
・折り紙交流会（中旬）
・ラテンアメリカ部会市田町内会行事参加（19）
・ワールドコラボフェスタ参加（名古屋市、下旬）
・ボランティア研修会（未定）
・ざっくばらんに話そう
11月
・第5回豊川市日本語スピーチコンテスト（2）
・ワールドフェスティバル（23）
・日本料理教室（未定）
12月
・英語ボランティアガイド入門（昼）（2 ～ 3/10毎週火）
・英語で楽しいディスカッション（夜）（2 ～ 3/10毎週火）
・スペイン語（夜）（3 ～ 3/18毎週水）
・使える中国語②（夜）（4 ～ 3/26毎週木）
・国際理解講座②（7）
・ペクラ「期末発表会」（21）
１月
・第5回東三河日本語スピーチコンテスト（田原市、25）
・節分交流会（31）
２月
・日本語ボランティア養成講座（中旬～下旬）
・「どんな国シリーズ」②（21）
・世界の料理教室②（下旬）
３月
・日本語教室（夜の部）第38期開講（上旬）
・日本語教室（ひるまクラス）第6期開講（上旬）
・海外（トリード市）派遣高校生（4名）面接（下旬）

※日本語教室及びＰＥＣＬＡ 通年開催（8月は除く）
　ひらがなしんぶん発行（毎月1回）、機関紙Ｗｅ発行
　（年4回）、ホームページでの情報提供
　運営委員会（毎月1回）、理事会・評議員会（年2回）
　（注意）内容、月日など変更する場合があります。

　今年度の行事が決まりました。月ごとに主な行事をお
知らせします。この他にも各部会でいろいろと活動して
います。ぜひ参加してください。行事の内容や募集は、
順次「Ｗｅ」「広報とよかわ」誌上でお知らせする予定
です。詳細は事務局にお問い合わせください。
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◆日本語教室部会
　松浦和子さん、土方親さん、山崎信子さん、大場真理子さん
・地域在住外国人への日本語教室の開催
◆日本文化紹介部会
　宇野波江さん、笠原登喜子さん
・来日外国人、地域在住外国人への日本文化紹介活動
◆ニュースレター部会
　白井紀味代さん、今泉徳好さん、小栁津えみさん
・協会機関紙「We」の編集、各種情報の収集・整理
◆ひらがなしんぶん部会
　丸山正克さん、吉岡マリエラさん
・日本と外国の文化をひらがなで紹介する情報誌の作成
◆フランス部会
　稲田彩子さん、山口景子さん
・フランスへの理解、フランス語の学習活動
◆フレンドシップ部会
　○宮本多津子さん、星川典男さん
・季節の行事など外国人との交流会の実施
◆ポルトガル語部会
　菅原秀子さん、宮崎彰さん
・地域在住ブラジル人との交流、ポルトガル語の学習活動
◆ラテンアメリカ部会
　平野エスぺランサさん、カストロ・ドローレスさん
・日本文化の習得、中南米文化の紹介、南米の子どもへ
　の学習支援　　　　
◇ホームページ部会
　廃部になりました。これからは事務局が発信します。
・協会の情報をネット上で紹介、各種情報の発信

◆アンニョン部会
　猪飼正一さん、平尾直世さん
・地域在住韓国人との交流、ハングルの学習活動
◆英語部会
　白井芳子さん、冨田須美さん
・英語の通訳・翻訳の実施、英語の学習活動
◆キッズワールド部会
　秦名道子さん、西牧瞳美さん
・子どもたちと地域在住の外国人との野外交流活動の実施
◆キュパティーノ部会
　アラン・マイナーさん、マイナー治子さん、夏目三千子さん
・豊川市の姉妹都市キュパティーノ市との市民レベルの
　交流推進活動
◆スペイン語文化部会
　室伏久治さん、丸山正克さん
・南米のスペイン語圏の方々との交流活動
◆世界の歩き方部会
　中西為男さん、小原三恵子さん
・世界の国々の概要を紹介する文化講座の開催
◆世界の料理部会
　池田洋子さん、平野裕予さん
・世界の料理講習を通して、国際理解を深める活動
◆チェコ部会
　◎嶋勝康さん、三木薫さん、伊藤幸恵さん
・チェコとの交流活動や、チェコ文化の紹介など
◆ニイハオ部会
　○本馬清珠さん、村田きみ子さん
・地域在住中国人との交流、中国語の学習活動

　今年から2年間、協会の活動を推進する運営委員の皆さんが決まりました。
各部会から主に部会長が出席して毎月運営委員会が開催されます。
　協会には、現在17のボランティア組織があります。各部会の正副部会長と
部会の簡単な活動内容を紹介します。◎は運営委員長、○は副運営委員長です。

    　　　　      平成26・27年度部会長（色表示）と副部会長のみなさん

新 運 営 委 員 の 顔

新運営委員のみなさん
前列3人が委員会のリーダー



こんな行事がありました
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節分交流会
　フレンドシップ部会

　2月2日(日)午後1時半から勤労福祉会館の和室「さつ
き」にて行いました。参加者は74人(うちペルー人5人、
中国人4人)でした。
　毎年恒例になりました節分交流会です。まずは「節分
についてのおはなし」、絵本「おにばらいのまめまき」
の読み聞かせ、ボランティアグループ「そよ風」による
三味線演奏と踊り、諏訪地区のイメージキャラクターの
たぬき「すわポン」と部会員による「鬼」の登場ととも
に、豆まき、お菓子ひろいを楽
しみました。
　地域在住の外国の方に日本文
化、風習に触れていただきたい
と開催している節分交流会で
す。和室で三味線の演奏を聞き、

おとなも子どもも一緒に歌
を歌ったり、炭坑節を踊っ
たりと、楽しいひと時を過
ごしました。鬼とすわポン
の登場には会場全体がおお
いに盛り上がりました。
　また、３歳のお子さんと参加された方からは「子ども

と一緒に豊川市に住む外国の方々
と多様な経験をしたかったので参
加しています。昨年は鬼が怖くて大
泣きをした息子でしたが、今年は泣
かずに楽しむことができました」と
コメントをいただきました。

世界の料理教室「スイス料理」
　世界の料理部会

　3月16日(日)午前10時から
勤労福祉会館の調理室にて行
いました。参加者は41人（う
ち部会員9人）でした。
　講師は、料理研究家の片桐
早苗さんでした。この冬にスイスのローザンヌでホーム
ステイしながら、ホストのマーラップさんから料理を教
えていただいたそうです。スイスの市場ではジャガイモ

が大きさも種類も豊富に売ら
れていたり、日本とスイスで
はエシャロットが違っていた
り、チーズの種類がたいへん
多いなど、写真を交えて紹介
してくれました。スイスの言

語の話(ドイツ語圏の方のお家にホームステイしたそう
です)など楽しい話がたくさん聞けました。先生のエネ
ルギッシュな語り口に皆さ
ん、引き込まれました。
　メニューは、ラクレット
(ジャガイモの溶かしチー
ズかけ)、テェト・ド・モ
アーヌ(花びらの形に削る
チーズ)、エマンセ・アラ・チューリッヒノア(チューリ
ッヒ風細切り肉のクリーム煮)、付け合わせ3種(ジャガ
イモのロースティ、焼きトマト、ズッキーニのグラタン)、
アイスクリームのラズベリーソースがけ、クルミのクッ
キーでした。ラクレットは料理の名前であり、チーズの
名前でもあります。溶かすための専用の機械があるので
すが、スイスでは一家に一台あるそうです。エマンセ・
アラ・チューリッヒノアは、今回は鶏胸肉で作りました
が、本場では仔牛で作られるそうです。あわせるパンも
スイスの代表的な編みパンを用意しました。デザートも
2種類あり、豪華なランチとなりました。
　次回(6月)は「台湾料理」を企画しています。みなさ
んの参加をお待ちしています。

こんな行事がありましたこんな行事がありました
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　2月16日(日)、23日(日)、3月2日(日)の午後1時半か
ら、今回から場所を変えて、音羽文化ホールの大会議室
にて開催しました。参加者は28人(うち会員21人)でし
た。
　講師は、豊川市こぎつね教室(子どものための日本語
教室)のコーディネーターをしている本多章義さんにお
願いしました。今回は地域で活動している方を講師とし
て、経験からのアドバイスなど、より具体的な講座にな
りました。
　出席者のアンケートからは、「3回に分けるのではな
く、一日で長くやってほしい」「午前中にしてほしい。

他の曜日にしてほしい」「90分では短い。もう少し時間
があった方がいい」などの日程による意見や、「養成講
座だけでなく、現役のボランティアも含めての座談会の
ようなものがあるといい」などの提案もありました。今、
困ってることや講師に聞きたいことには、「受講者が間
違えやすい点を知りたい」「授業の組み立て方を知りた
い」などの多くの質問が書かれていて、皆さんの意欲的
な姿勢がうかがわれました。
　毎回、「今はボランティアをしていないが今後やって
みたい」との言葉をもらいますが、なかなか活動に直結
していません。今後のフォローの仕方に工夫が必要でし
ょう。また、「日本語がカタコトの保護者との電話対応
について知りたい」との質問もあり、“「やさしい日本語」
の伝え方”を学校関係者へ紹介していくこともできるか
もしれません。

国際理解講座「日本語ボランティア養成講座」

スペインってどんな国
世界の歩き方部会

　3月8日(土)午後2時から勤労福祉会館の視聴覚室にて
行いました。参加者は81人(うち部会員15人、出演者
12人)でした。
　講師は豊橋市在住のサルボ・
ダニエルさん。ダニエルさんは
愛知県国際交流協会の交流共生
課で勤務されていて、国際交流
の発展と多文化共生に努めてます。講師を務めるのは初
めてと言われていたダニエルさんは自作のスライドを使
い、やさしい口調の分かり易い日本語で「スペイン」を

紹介されました。
　スペインの自然、町、芸
術家、音楽、祭、歴史、食
文化、スポーツ…とスライ
ドは進み、特に印象に残っ
たのは、300年の歴史があ

る闘牛が2010年に動物愛護団体などが廃止を申請し、
カタルーニャ州では条例により2012年より禁止が決定
されたということです。長年議論された問題ですが、長
い伝統を持つ闘牛が廃止されるのは残念と言う意見もい

まだある様です。大衆娯楽がかつての闘牛からサッカー
に移り、スペインのサッカーは世界的にも注目されてい
ます。スペインの代表チームは2010年のワールドカッ
プ、2012年のユーロ大会で優勝しています。今年6月
にブラジルで行われるワールドカップも日本代表と同じ
くらい目が離せません。
　ブレイクタイムは、スペインでよく食べられるおやつ
の「チューロス」と「シリアルバー」で飲み物はスペイ
ンのブランド「ドンシモン」の濃厚ジュースでした。
　最後は、イソベ・アケミ先生率いる豊川アミーゴ・フラ
メンコクラブのみなさんにフラメンコを披露して頂きまし
た。かわいかったり激しかったり。特にイソベ先生のソロ
は圧巻で鳥肌が立つほ
ど感動しました。カッ
コよかったです。もっ
と、もっとスペインを
知りたくなった２時間
はあっと言う間に過ぎ
ました。
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機会が少なく小学校に入学してから苦労します。しかし、
小学校では日本語だけ使うようになるので日本語は上達
します。そうなると今度は母語が上達しなくなり、親と
の意志の疎通が難しくなります。本当に伝えたいことが
きちんと伝えられなくなります。だから母語を習得する
ことは大切なのですが、今は日本語の勉強の方が重要で
す。僕は今、この強力な矛盾と戦っている最中です。
　次に僕が気になっていることは、日本の人は時間に厳
しいということです。良く言えば時間を守るということ
ですが、これはブラジルの文化がしみついている僕には
すごく難しいことです。ブラジルの人は陽気で、よくパ
ーティーをするのですが、待ち合わせの時間を決めても
必ず三十分以上遅れます。これがブラジルの習慣です。
僕はこれからずっと日本に住むつもりなので、この習慣
とも戦わなければなりません。これはみなさんが思って
いるより、僕にとってすごく強敵です。
　今、僕には夢があります。それは、この日本でどんな
車でも直せる整備士になることです。そのためにも、こ
の強敵たちに打ち勝つつもりです。
　ご清聴ありがとうございました。

梅村ウィリアン
豊川市立代田中学校1年
ブラジル

「僕にとっての強敵」
　みなさん、こんにちは。
　僕は、ブラジルにあるサンパウロの近くの町で生まれ
ました。生まれた時はすでに父は日本で仕事を始めてい
ましたので、僕も一歳の時に母と一緒に日本に来ました。
そして、四歳の時に近くの保育園に入園しましたが、そ
こには他にもブラジルの子がたくさんいたので、ほとん
どポルトガル語で話していました。ですので、小学校に
入学した時は、三年生の時ぐらいまで日本語がわからず
に苦労しました。
　今日は、僕が日本で生活していて感じた事や思った事
を話したいと思います。
　まず、一番の問題は「言葉の壁」だと思います。多く
の外国の子供たちは、家では家族と母語で話します。で
すので、他の日本の子供達と比べて、日本語にふれあう

　1月26日(日)午後1時30分から、新城市の富岡ふるさと会館で第4回東三河日
本語スピーチコンテストが開かれました。東三河日本語スピーチコンテスト実行委
員会と、東三河5市の国際交流協会が主催し、各市などの後援で開催したものです。
小中学生の部に13人、高校生以上一般の部に11人が参加し、それぞれの思いを語
りました。
　豊川市からは、昨年11月3日に行われた豊川市日本語スピーチコンテストに入
賞した5人が参加し、審査の結果、梅村ウィリアンさん、奇耀文さん、朱皓清さん
の3人が特別賞を受賞しました。
　3人のスピーチ原稿を2回にわたり紹介します。なお、文章は提出いただいた原
稿そのままのものです。また、学校と学年は当時のものです。

第４回東三河日本語スピーチコンテスト原稿紹介No.1

＊＊ニュースレター部会員　大募集！＊＊
　Weはニュースレター部会の部会員がボランティアで作成しています。取材や構成を工夫し、紙面が自分の考
えたように仕上がった時の大きな喜びを一緒に経験しませんか。編集技術だけでなく、正しい日本語の使い方や
読みやすい文章の書き方の勉強にもなりますよ。
　定例会は毎月第二火曜日です。興味のある方は是非ご参加ください。お待ちしています！
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　こんにちは、前回に引き続き大橋です。今回、皆さんの
知らない中国の一面をご紹介したいと思います。
　突然ですが、皆さんの知っている中国語って何ですか。
おそらく多くの人が「ニーハオ（こんにちは）」か「シェシ
ェ（ありがとう）」かなと思います。では逆に中国人が知っ
ている日本語って何だと思いますか。私は「ありがとう」
だと思っていました。でも、中
国での交流を通しその答えは
違っていることに気付きまし
た。中国到着当初から、顔見知
りになった中国人は知ってい
る日本語を使って声を掛けて
くれました。「おはよう」と挨
拶してくれる人はいました
が、一番多く言われた挨拶は「ミシミシ」という言葉でし
た。初めは何の事を言っているのかわかりませんでした。
よく話を聞いてみると日本語の「飯：メシ」の事で、「ご飯
食べた？」という意味で私に声を掛けてくれていること
がわかりました。そして、この言葉は日中戦争の抗日ドラ
マに出てくる日本兵のセリフで、そこからみんなが覚え
ていたという事実を知りました。
　中国で日本を知ることができるメディアはいくつかあ
りますが、その中でも抗日ドラマの影響はとても大きい
と感じました。テレビをつければどこかのチャンネルで
抗日ドラマが放送されており、電車などでもスマホで抗

日ドラマを見ている人を見か
けました。中国の友人は抗日
ドラマの多さについて、戦争
を忘れないようにする為と教
えてくれました。友人の言う
ことは理解できましたが、私
はどうしても「日本人は悪い
人」という印象が強くなる面

もあり気になっていました。ある日、知り合いになった中
国人から「日本人にも良い人いるんだね」と言われた事が

ありました。その人は私に出会うまで日本人に出会った
事が無く、私と出会った事で日本人に対するマイナスな
イメージがプラス方向に変わったそうです。私自身、中国
に行って良かったと実感する出来事でした。
　では、皆さんが思う中国のイメージはどうですか。日本
のメディアで取り上げられる中国は悪いニュースが多い
ように感じます。私自身中国に行く前は中国人と接する
機会がなく、どちらかというとマイナスのイメージでし
た。でも今は違います。文化の違いはありますが、中国の
友人と冗談や愚痴を言ったりと、日本の友人と何ら変わ
りありません。国籍は違っても、「人は人なんだなぁ」と実
感しました。たわいのない内容で一緒にゲラゲラ笑った
り、ご飯を一緒に作ったり、買い物に行ったり、本当に楽
しかったです。
　話は変わりますが、皆さんは2012年9月中国各地で反
日デモが発生したことを覚
えていますか。日中関係が
一時緊張状態になった時期
です。その頃私は中国でボ
ランティア活動真っ最中
でした。日本にいる家族や
友人から「中国に居て大丈
夫？怖くない？」と心配さ
れました。私が活動してい
た地域でも反日デモが起こ
り恐怖や不安を感じました。でも、周りの中国人が「これ
は国の問題、あなた個人は関係ないよ、安心して」と優し
い言葉を掛けてくれたり、いつもと変わらない態度で接
してくれました。反日感情が高まるなか日本人を守ろう
としてくれる中国人がいたという事実は、日本の皆さん
に届いていないかと思います。
　今後も中国との交流を続け、多くの中国人に日本を知
ってほしい、また日本の皆さんにも中国を知ってほしい
と思っています。ひとつひとつの交流が、今後の日中関係
を変えていけると感じています。

冗談を言って笑
っているところ

同僚たちとの記念撮影
の様子。左から3人目
が筆者の大橋さん　　

私の活動していた地域
で起こった反日デモ　

中 国 ②青年海外協力隊体験記 伊奈町　大橋　加奈
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● オイスカ研修生との交流会
日　時　5月20日（火）午後6時～ 7時30分
場　所　勤労福祉会館視聴覚室
定　員　50人
参加費　無料
内　容　（公財）オイスカ中部日本研修センター農業研

修生（主としてアジア諸国）との交流。
申込み　電話（83-1571）で事務局へ。

● おいでん祭に出展
日　時　5月24日（土）・25日（日）
場　所　市野球場特設ブース
内　容　協会の事業の紹介、ボランティアの募集。南米

の飲み物、食べ物の販売、民族衣装の試着など。
野外ステージでは、ラテンアメリカの音楽及び
民族舞踊を披露。

● 国際理解講演会
日　時　6月22日（日）午後2時～ 4時
場　所　プリオ4階　視聴覚室
定　員　80人　　　
受講料　500円
講　師　豊川市出身の理学博士　大須賀鬨雄ケネスさん
内　容　「科学が何の役に立つのか？日本人・日本の国

際化について考える　Part 1」のタイトルで、
科学の視点から日本・日本人の国際化について、
分かりやすくお話していただきます。

チケット販売　5月20日（月）から事務局で。

● 七夕交流会　　
日　時　6月28日（土）午後2時～ 4時30分
場　所　勤労福祉会館視聴覚室
定　員　40人
参加費　200円（3歳以上）

内　容　七夕飾り作り、浴衣の試着、ゲームなど。大人
から子供まで誰でも楽しめます。

申込み　6月20日（金）までに電話で事務局へ。

● 世界の料理教室「台湾家庭料理」
日　時　6月29日（日）午前10時～午後1時
場　所　勤労福祉会館調理実習室
定　員　30人（15歳以上の方。中学生は除く。小学生

以下の同伴はできません）
受講料　会員800円、一般1,000円
講　師　莊琇晶さん
申込み　6月6日（金）までに電話で事務局へ。
　　　　応募者多数の場合は抽選。

● 第6回「チェコの夕べ」
日　時　7月25日（金）午後6時30分開演（6時開場）
場　所　音羽文化ホール
入場料　全席指定1,200円、当日券1,500円
内　容　チェコ出身の「音楽博士」ダニエル・フォルロー

さんの演奏と、カナダ国籍の理学博士、大須賀
鬨雄ケネスさんの歌による饗宴。

チケット販売・問合せ先　協会事務局または音羽文化
ホール（88-8010）へ。

賛助会員を募集しています
　

　協会では、年間を通して賛助会
員を募集しています。会員になっ
て、各種イベントに参加し、国際
交流を楽しんでみませんか。きっ
と友達の輪が広がることでしょう。
周囲の方にも声を掛けてください。

会　費　　個人会員　　年額　　一口　  3,000円
　　　　　家族会員　　年額　　一口　  5,000円
　　　　　団体会員　　年額　　一口　10,000円
　　　　　終身会員　（個人）　　一口　30,000円


